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 2 タイプの CXCL8 ケモカインのアミノ酸同一率は 41%であった。これら 2 タイプの CXCL8 ケモ
カインの各組織での発現パターンは類似していただが、病原微生物感染における遺伝子発現誘導パ
ターンは異なるものであった。 
	 次いで、2 タイプの CXCL8 ケモカインの白血球誘導能を明らかにするために CXCL8 ケモカイン
発現プラスミドを構築した。これらプラスミドをヒラメの筋肉に接種し、一定期間後に接種部位の
組織学的解析と遺伝子発現解析を行った。いずれのタイプの CXCL8 ケモカインも白血球誘導能が
確認され、遺伝子発現解析から CD4 陽性細胞と免疫グロブリン IgM 陽性細胞に対する誘導能があ
ることを示唆する結果が得られた。 
	 CXCL8 ケモカインのレセプターを明らかにするためにヒラメの発現遺伝子データから探索を行
ったところ 2 タイプの CXC ケモカインレセプター候補を見つけることができた。次いで、ヒラメ
筋肉に CXCL8 ケモカイン発現プラスミドを接種し、接種部位における CXC ケモカインのレセプタ
ー遺伝子発現を調べたところ 2タイプいずれの遺伝子発現も接種前より転写物の量が増加している









最終試験は 8 月 17 日に行われた。まず、学術論文は 1 編が第 1 著者(Zhao B, Katagiri T, Kondo H, 
Hirono I., Dev Comp Immunol, 2015, 52: 37-47.)として公表済みであるとともに、国際学会での発表が 3
回と国内学会で 1 回あることと合同セミナーは企業型セミナーを履修していること確認した。 
学術論文は英語で書かれており、かつ、国際会議で英語で発表しており、英語の学力については
問題ないと判断した。また、申請者に対して、論文内容について最終確認のための質疑応答を行い、
その内容は十分であった。一方、専門知識については公開発表会(8 月 17 日)当日の質疑や予備審査
時でのディスカッションを含め十分であると審査委員一同確認した。以上から、学生について博士
論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
 
 
